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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ

5 月 図書館カレンダー

大型連休も間近になり、新緑が目にまぶしく、旅心がそそられる季節になりま
した。しかし、旅行に行くためには、時間・お金・体調管理などさまざまな準備
が必要になります。また、コロナ禍では、なかなか自由に旅行を楽しむことが難
しいものです。そのような方は、お手軽に本の中で旅気分を味わってみてはいか
がでしょうか。ページをめくれば、世界のあちこちに行くことができ、歴史や地
理の知識も深まることでしょう。

「世界の天空の城」
　日本の天空の城として、兵庫県の

「竹田城跡」が一時期話題になりまし
たが、世界にも天空の城があります。
シンデレラ城のモデルになった「ノイ
シュヴァンシュタイン城」やインカ帝
国が残した幻の空中都市「マチュ・ピ
チュ」、ディズニーの「白
雪姫と七人の小人」の城
のモデルになった「セゴ
ビア城」など、世界の城
44 を収録。ミニ解説や
主要都市からのルート
ガイドも付いています。

「世界の祭りと衣装」
　豪華絢

けんらん

爛な「リオのカーニバル」か
ら可愛らしい民族衣装を着てパレード
をするドイツ・ロマンチック街道の「子
ども祭り」、水浸しになるタイの「水
かけ祭り」、日本の「阿波おどり」ま
で世界の有名な祭りを紹介していま
す。中でも、ドイツやスイスには、日
本の「なまはげ」に似
た怪物が登場する祭り
があり驚きです。歴史
や成り立ちも記され、
写真から喧

けんそう

騒と興奮
が伝わってきます。

【お知らせ】
◎�お話会は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により中止と
なる場合があります。

問 図書館 ☎ 029-897-0647
図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日 :�月曜日（㊗の場合は翌日）、図書整理日
◎お話会 :�5 月 14 日土午前 10 時 30 分から

「世界の祭りと衣装」
パイ　インターナショナル　
編著

「世界の天空の城」
アフロ　写真
水野久美　著
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ピンポンは、動くボールを追
い打球するため、前後左右に自
然に動きます。楽しみながら体
を動かすことで、健康への効果があり、動体視力も
向上します。通常より 4 ミリ大きいラージボール
を使用し、当たりもソフトで、高齢者向きです。天
候に関係なくできることも、おすすめポイントです。

現在、楽しんでいる方のほとんどが、初めてラケッ

ラケットを持っていなくても参加できます

週 3 回の練習ができます

総合型地域スポーツクラブに参加しませんか

なかよしクラブ「ピンポン（卓球）」

　地域住民によって運営され、さまざ
まなスポーツ体験などを実施している
クラブで、市内に 2 団体あります。
・なかよし　　　　　　☎ 090-2417-8502（大和）
・エンジョイスポーツ　☎ 090-2420-7846（高田）
※�体験料金やクラブ会費、実施している種目などの詳

細は、お問い合わせいただくか、ホームページをご
覧ください。

▲伊東甲子太郎肖像画

伊
い と う

東甲
か し た ろ う

子太郎は、天保 6 年（1835 年）に中志筑村
（現在の中志筑）の交代寄合本堂家に仕えた鈴木家の
長男として生まれました。青年期に尊

そんのうじょうい

王攘夷の中心
的存在であった水戸藩で、水戸学（日本固有の伝統
や歩むべき道を皇

こうとう

統の継承と考え、日本人として正
しく生きる道を重要視した学問）を学び、その後は
江戸に出て、さらなる学問の研

けんさん

鑚に励みました。ま
た剣術も水戸藩時代に神

しんとうむねんりゅう

道無念流、江戸に出てから
は北

ほくしんいっとうりゅう

辰一刀流を極めました。文武両道で、交流を深
めていた多くの志士たちに慕われる伊東甲子太郎
は、すでに新選組隊士となっていた藤

とうどうへいすけ

堂平助の勧誘
で元治元年（1864 年）に、新選組に入隊しました。

新選組は、昨年、「燃えよ剣」や「チェイン」などの
映画、少し前は「銀魂」や「刀剣乱舞」、「薄桜鬼」など

のアニメやゲームなどに取り上げられ、幅広い年齢
層に人気があります。また、「歴女」と呼ばれる歴史
好きの女性にも注目され、全国各地のゆかりの地で
は多くの歴女が見学に訪れています。

市内にある伊東甲子太郎ゆかりの史跡が近年注目
されています。令和 2 年に建立された「伊東甲子太
郎顕彰碑」（伊東甲子太郎の履歴と共に功績を称え
た石碑で、旧志筑小学校に所在）は、全国各地から
新選組ファンが訪れる聖地です。周辺には、長興寺
や八幡神社など、伊東甲子太郎が訪れたであろう史
跡も散在しています。令和 4 年 2 月 11 日には、地
元ボランティア団体「中志筑史源保全の会」により、
新たに「生誕の地」記念碑が建てられ、除幕式が行わ
れました。併せて「中志筑文化財マップ」が作成され、
ガイド体制も整い、ますます市の魅力度が上がって
います。

多くの方が魅了される「新選組」。市民の皆さんも、
小説や映画、ゲーム、アニメから入るも良し、一方
で中志筑をガイドで巡るも良し、市の歴史資源を堪
能しながら、先人の志に想いを馳せ、「新選組」の歴
史を楽しんでみてはいかがでしょ
うか。

問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

準備するものは、体育館用シューズと汗拭きタオ
ル、飲み物だけです。ラケットやボールはクラブで
用意しますので、運動できる服装で来てください。
ラケットの購入希望者には割引金額で手配します。

B&G 体育館で、毎週火曜日と
土曜日午後 1 時から行っていま
す。さらに、毎週日曜日午前 9
時 30 分からの「スポーツ広場」にも、ピンポンコー
ナーがあり、にぎわっています。自分の都合に合わ
せ、最大で週 3 回の練習ができます。

初心者や高齢者でも楽しめます

新選組幹部の参謀
伊東甲子太郎

今月のテーマ

トを手にした方です。8 分間程度のラリー練習をし
ますが、経験者が勝つ試合はしません。相手は卓球
台の抽選でその都度決め、合図のベルで「よろしく」
と声を掛け合い、さまざまな参加者同士で手合わせ
します。

一緒にスポーツやってみませんか ?
問 スポーツ振興課 
☎ 029-898-9907文
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。5月2日🈷までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、「電話番号・漢字にはふりがな」の記載をお願いします。　

広報かすみがうら　令和 4 年 4 月 20 日
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